
　人類は生存の危機、学問・科学技術の危機に直面してい
る。特に日本の学問、世代、組織などの分断状況は厳しい。
高等研発足の理念「何を研究するかを研究する」に立ち戻
り、研究開発の問、社会の問の探求、問の立て方、解決の方
法について、多様なステークホルダーが、分野、組織、ジェン
ダー、世代、国の境界を越えて、ボトムアップで自由に議論
し、新しい学問・科学・技術・社会の方向を探索する場を共
創的に醸成する。さまざまな壁を越えて、内外の個人・集団
を結ぶネットワークを形成・維持・拡大していく。

表大会。「匿名」での研究発表とすることで先入観を取り除
いて本音の意見交換を実施。研究ポスター掲示者は、地区
の大学、研究機関に所属する教員、研究者。

・どの分野でも発表可能。多分野が集まる場合、ややもすると
雑多で浅い意見交換になりがちなところを、研究ポスター
の発表形式を統一すること等の工夫で本質的対話を促す。

・研究ポスターに「こういう専門の方と話したい！」というコラ
ボ用ハッシュタグを記載し、新たな共同研究の創出をねらう
（匿名性でありながらも、参画研究者番号、来場者にも参加
登録番号を付与し、希望する場合は後日コンタクトをとれる
システムを整備）。

・期間中に、複数回のグループセッションを実施することで、
リアルにも出会いを創出。グループセッションは協賛企業か
らテーマを募集し、事務局がテーマにあわせたキーワードご
とに参画研究者のグループを作って公開ディスカッション。

・参画研究者が業績としてリストアップできるよう、企画後に
各研究テーマとコメントを記載した冊子を作成。この冊子に
おいては、名前、写真、プロフィールも記載することで、後
日ネットワークの形成に活用されることを狙う。

（2024年度の取り組み実績）

　2024年度は、「全国キャラバン3QUESTIONS ―北海道
地区―」から順に、東海地区、北信越地区、四国地区の4地
区で実施。
1）北海道地区　
　 https://www.iias-3questions.info/hokkaido
　 日時：2024年10月6日～10月10日　
　 場所：北海道大学フード&メディカルイノベーション国際
　　　 　拠点(FMI）
　 研究テーマ掲示：78件 
　 研究者参加組織：北海道大学、旭川医科大ほか、北海道
　 　　　　　　　　地区20の学術組織
　 グループセッションのテーマ： 
　　・この社会はどのような「価値」がどう「循環」していく

のか？
　　・あなたの研究者としての野望・夢は？50年後どんな社

会にしたいですか？
　　・北海道と温暖化、起こり得る変化について話しておき

ませんか？
　　・人間の創造性を高める、もしくは引き出すためには？
　　・「スタジアム・アリーナ改革」が地域へもたらす恩恵と

は？ 
2）東海地区
　 https://www.iias-3questions.info/toukai
　 日時：2024年11月10日～ 11月14日

　 場所：名古屋国際センター
　 研究テーマ掲示：95件
　 研究者参加組織：名古屋大学、岐阜大学、三重大学ほ
    か、東海地区22の学術組織
　 グループセッションのテーマ：
　　・ジレンマという本質：例えば、環境配慮とコスト高
　　・「いい研究」とは何か―自己、社会、歴史、地球―
　　・SDGsを外から考える― “人間”の営みとして―
　　・なぜ我々は自らのモチベーションに振り回されるのか？
　　・東海地区の課題もろもろ多視点トーク
3）北信越地区
　 https://www.iias-3questions.info/hokushinetsu
　 日時：2024年12月7日～ 12月10日 
　 場所：富山国際会議場
　 研究テーマ掲示：79件 
　 研究者参加組織：富山大学、金沢大学、新潟大学ほか、
　 　　　　　　　　 北信越地区17の学術組織
　 グループセッションのテーマ： 
　　・なぜ我々は自らのモチベーションに振り回されるのか？ 
　　・あなたの研究者としての野望・夢は？
　　・次のさらに次の時代をどんな社会にしたいですか？
　　・「いい研究」とは何か―自己、社会、歴史、地球―
4）四国地区
　 https://www.iias-3questions.info/shikoku
　 日時：2024年12月18日～12月22日 
　 場所：香川県県民ホール
　 研究テーマ掲示：57件 
　 研究者参加組織：香川大学、愛媛大学、徳島大学、高知
　 　　　　　　　　 大学ほか、四国地区15の学術組織
　 グループセッションのテーマ： 
　　・なぜ我々は自らのモチベーションに振り回されるのか？ 
　　・この社会はどのような「価値」がどう「循環」していく

のか？
　　・「いい研究」とは何か―自己、社会、歴史、地球― 
　　・四国地区の課題、多視点トーク

　いずれも、開催期間中、延べ150～200人程度の来場者
（研究者30％、企業30％、学生・院生20％他、行政、小中
高生、パパ・ママ、アーティスト等）、ならびに、各地区開催
後、平均20件前後のマッチングあり（研究者⇔研究者、研究
者⇔企業、研究者⇔一般の方、含む）。

（2025年度の計画）

　東北・九州沖縄・関西・関東の４地区での実施を計画。実
施費用として、協賛企業からの資金に加え（10社以上）、クラ
ウドファンディングも行っている。

趣旨
（目的）境界を越えた議論と探求の場の醸成

　人類は生存の危機、学問・科学技術の危機に直面してい
る。特に日本の学問、世代、組織などの分断状況は厳しい。
高等研発足の理念「何を研究するかを研究する」に立ち戻
り、研究開発の問、社会の問の探求、問の立て方、解決の方
法について、多様なステークホルダーが、分野、組織、ジェン
ダー、世代、国の境界を越えて、ボトムアップで自由に議論
し、新しい学問・科学・技術・社会の方向を探索する場を共
創的に醸成する。さまざまな壁を越えて、内外の個人・集団
を結ぶネットワークを形成・維持・拡大していく。
　所属役職や研究分野にとらわれずに自由な思考と表現が
可能な空間は、現在の日本の学術界において貴重である。本
研究は時間をかけて我が国の学術界の基盤と文化の醸成を
目指している。また、これまでの高等研の活動は多くがテーマ
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国際学術会議（ISC）フェロー
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先行型であり、理念に照らし何らかのテーマ設定を行ったう
えで、実施されてきた。このような高等研の歴史のなかで、本
研究はテーマ先行型ではなく、テーマ探索型という特徴を
持っている。こうした活動の実施により、将来を見据えた重要
な研究テーマの発掘とそうした研究を実施できる人材の支援
を行う。

（方法）対話集会「全国キャラバン3QUESTIONS」を全国
9地区で実施
　全国9地区において、「全国キャラバン3QUESTIONS」と
題する100人規模のポスター発表対話集会を開催する。そこ
では、研究者は「何を知りたいか」「そのために何をして（しよ
うとして）いるか」「皆への問いかけ」という3点について自由
に表現する。それらを見ながら、4から5日間にわたり、研究
者や市民、さまざまな業界の人々が集まり議論を行う。その
記録を小冊子『となりの研究者』として発行する。単に多様な
学術分野が集まった発表に留まらず、本音で対話ができる仕
組みを工夫し、自身の研究を問い直す場となることを目指す。
　2023年3月の中国地区開催を皮切りに、2024年度は、
北海道、東海、北信越、四国の4地区で「全国キャラバン
3QUESTIONS」を実施した。2025年度は、九州・沖縄、東
北、関東、関西の4地区での開催を予定しており、これをもっ
て全国9地区での実施を終える。その後は、各地区のポス
ターから優れたものを選出し、関東にて大規模な全国学術ポ
スター発表＆交流会を計画している。2年間、9地区での開催
実績を踏まえ、これらに共通する課題とそれぞれの特徴を俯
瞰的に分析し、今後学際共創プラットフォームを効果的・持
続的に拡大する方法と体制について実践的提言をまとめる。

事業内容
（全国キャラバン3QUESTIONSの具体的な企画内容）

・開催地区の研究者からなる100人規模の研究ポスター発
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